
第 三 章 　 明 延 鉱 山

日
本
一
の
錫す
ず

鉱
山

そ
の
後
、
明
治
29
年
に
三
菱
に
払
い
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
42
年
に
錫す

ず

鉱
脈
が
発
見
さ
れ
る

と
、「
日
本
一の
錫
の
鉱
山
」と
し
て
栄
え
、

海
外
の
最
新
技
術
を
導
入
し
て
近
代
化

が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
錫
の
産
出
量
は

全
国
の
90
％
を
誇
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
銅
、
鉛
、
亜
鉛
な
ど
の
多

鉱
種
を
産
出
し
、
全
国
か
ら
「
や
ま
男
」

た
ち
が
集
い
ま
し
た
。

　

最
盛
期
と
さ
れ
る
昭
和
30
年
頃
に
は

　

奈
良
・
東
大
寺
の
大
仏
鋳ち

ゅ
う
ぞ
う
造
の
際
に
、

明あ
け
の
べ延
産
出
の
銅
が
使
用
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
歴
史
の
古
い
鉱
山
で
す
。

　

豊
臣
秀
吉
が
支
配
し
、
江
戸
時
代
に

は
江
戸
幕
府
の
下
で
生
野
奉
行
所
の
所

管
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
有
数
の
銅
山
、
銀
山
と
し
て
盛

衰
を
繰
り
返
し
、
明
治
新
政
府
に
よ
っ

て
、
明
治
５
年（
１
８
７
２
）に
官
営
化
。

従
業
員
は
１
５
０
０
人
、
職
員
住
宅
に
暮

ら
す
所
帯
数
は
１
２
０
０
以
上
、
人
口
も

４
０
０
０
人
を
越
え
て
い
ま
し
た
。

　

明
延
は
鉱
山
町
と
し
て
栄
え
、
鉱
山

が
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー
や
総
合
病
院
の
他

に
、
映
画
館
や
遊
技
場
な
ど
の
娯
楽
施

設
も
あ
り
、
現
代
の
ニュ
ー
タ
ウ
ン
に
匹
敵

す
る
よ
う
な
都
市
が
出
現
し
ま
し
た
。

　

明
延
鉱
山
は
、
や
が
て
世
界
的
な
鉱

物
の
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。

円
高
に
よ
って
採
算
性
が
合
わ
な
く
な
る

明延鉱山
第三章

con
tents

一円電車の体験乗車会
　昭和 60 年まで鉱山従業員や一般人の通勤
電車として、明延〜神子畑間を運行していた
一円電車。一円電車が走る姿を復活させよう
と、全国から寄せられた募金で、平成 22 年10
月に手づくり線路「一円電車明延線」が有志の
手によって開設されました。地元ではこの線
路を使って、4 〜 11月までの月1回・GW・夏
休み期間中の日曜日、定期運行を続けていま
す。1周150メートルの手作り線路をガタゴト
と走る姿は当時を思い出させてくれます。 

（問）あけのべ自然学校 079-668-0258

column

あけのべ

一般公開されている明延鉱山探検坑道（旧世谷通洞坑）
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中
、
昭
和
62
年（
１
９
８
７
）３
月
、
有

望
な
鉱
脈
を
残
し
た
ま
ま
、
閉
山
と
な

り
ま
し
た
。

　

坑
道
の
総
延
長
は
約
５
５
０
キ
ロ
に
も

及
び
、
平
面
的
な
広
が
り
は
約
５
キ
ロ
平

方
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル

ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鉱
山
周
辺
の
岩
石
は
、
約
２
億
５
千

年
前
に
、
泥
、
火
山
灰
、
溶
岩
な
ど
が
固

ま
っ
た
も
の
で
、６
０
０
０
万
年
前
の
地

殻
変
動
で
地
層
に
多
く
の
割
れ
目
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
割
れ
目
に
沿
っ
て
、
錫
、
銅
、
亜

鉛
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど
を
含
ん
だ
鉱
液

が
地
下
深
部
よ
り
上
昇
し
、
鉱
脈
を
形

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
熱ね

っ
す
い
こ
う
し
ょ
う

水
鉱
床
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

昭
和
４
年（
１
９
２
９
）、明
延
鉱
山
と

神み
こ
ば
た

子
畑
選せ
ん
こ
う
じ
ょ
う

鉱
場
ま
で
の
約
６
キ
ロ
を
運

行
す
る「
明め

い
し
ん神
軌
道
」
が
開
通
し
、
明
延

で
採
鉱
さ
れ
た
鉱
石
を
運
搬
し
ま
し
た
。

昭
和
20
年
か
ら
は
、
鉱
山
従
業
員
の
通

勤
電
車
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
に
従
業
員
運
搬
用
に
客

車
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
、一
般
の
乗
客

も
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
客
車
に
は

「
く
ろ
が
ね
」「
白し

ろ
が
ね金
」「
赤あ
か
が
ね金
」
な
ど
の

名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
27
年
、１
日
の
乗
降
数
を
数
え

や
す
く
す
る
た
め
に
乗
車
料
金
が
１
円

と
な
り
、「
一円
電
車
」の
愛
称
で
親
し
ま

れ
ま
し
た
。

一
円
電
車

　

平
成
19
年（
２
０
０
７
）公
表
の
近
代

化
産
業
遺
産
認
定
遺
産
リ
ス
ト（
経
済

産
業
省
）に
お
い
て
、「
明
神
電
車
と
蓄

電
池
機
関
車
」が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
延
鉱
山
探
検
坑
道
は
、
鉱
山
閉
山

後
、
旧
世せ

た
に
つ
う
ど
う
こ
う

谷
通
洞
坑
の一
部
を
明
延
鉱
業

（
株
）が
青
少
年
の
鉱
山
学
習
施
設
と
し

て
整
備
し
ま
し
た
。
近
代
鉱
山
の
姿
を

残
す
貴
重
な
産
業
遺
産
と
し
て
、
現
在
は

養
父
市
が
管
理
運
営
を
行
って
い
ま
す
。

　

探
検
坑
道
の
総
延
長
は
６
５
０
メ
ー
ト

ル
。
坑
内
に
は
閉
山
ま
で
使
用
し
て
い
た

大だ
い
じ
ゅ
た
て
こ
う

寿
立
坑
跡
、
車
両
系
鉱
山
機
械
、
削

岩
機
、１
ト
ン
鉱
車
な
ど
が
、
当
時
と
同

じ
姿
で
展
示
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

かつての明延鉱山 大仙粗砕場

在りし日の一円電車（出合付近／昭和 60 年頃）

明延鉱山探検坑道の入り口

明延鉱山探検坑道のガイド案内

明
延
鉱
山
探
検
坑
道

あけのべ憩いの家横の「鉱山の里」の石碑
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明延トンネル

探検坑道入口

明延川

至坑口跡

北星社宅
（旧鉱山社宅）

土地を少しでも有効利用する
ため、川にせり出すように家が
建てられている。

左官職人の心意気が伝わるタバコ
屋さんの看板。龍の口からはかれ
た炎が文字に！！

独身寮「明和寮」跡

至宍粟市
（富土野峠）

県道 6 号

至
大
屋
市
街
地

酒屋さん

あけのべ憩いの家・
一円電車白金号

明延病院跡 郵便局

養父市立
あけのべ自然学校

あけのべドーム
川にせり出した民家

タバコ屋さんの看板
両松寺

和田神社参道

和田神社

旧協和会館
（映画館・娯楽施設）

一円電車くろがね号
一円電車・明延線

（体験乗車会場）

坑 道 内で 熟 成 さ
せた 純 米 吟 醸 酒

「仙 櫻 」・純 米 酒
「明延」を販売。

町全体を見渡せる場所
に、所長宅やゲストを招
くクラブがあった。

ホタルの形をした
かわいい街灯

かつてはこの辺りかつてはこの辺り
の山の斜面にも社の山の斜面にも社
宅が並んでいた。宅が並んでいた。

（株）リョウテック
（旧明延購買会）

旭山野外活動センター
（キャンプ場）

Walk
MAP

山神宮跡

あけのべMAP

大仙粗砕場
インクライン

明 延

明延鉱山から朝来市の神
子畑選鉱場までの約 6 キ
ロの区間を運行していた

「明神電車」。あけのべ憩い
の家の前には「電気機関車
N0.18」と「白金号」が展示
されている。

明延鉱山産出の銀と
銅の合金で造られた
梵 鐘 が 残る両 松 寺。
文 禄 5 年（1596）の銘
文 が 刻 まれて い る。
余韻が他の鐘とは違
うそうだ。

1

2

3

4

5

6

あけのべ憩いの家・あけのべ憩いの家・
一円電車「白金号」一円電車「白金号」両松寺両松寺

「明盛共同浴場（第一「明盛共同浴場（第一
浴 場）」は、かつて 6浴 場）」は、かつて 6
カ所あった共同浴場カ所あった共同浴場
で唯一 残っている建で唯一 残っている建
物。現在は明延ミュー物。現在は明延ミュー
ジ アムとして 不 定 期ジ アムとして 不 定 期
公開。公開。

2 1

明延鉱山学習館

一円電車赤金号

探検坑道出口
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あゆ公園・
おおや農村公園
　あゆ特定漁場の大屋川近くにある
水と魚の体験公園。魚のつかみ取
り、釣りなどができます。つかまえた
魚や釣った魚は川のほとりの「川の
家」でバーベキューや塩焼きにして
食べることができます。また、すぐ近
くにあるおおや農村公園はコテー
ジ、体験工房などがあります。

［所］兵庫県養父市大屋町加保 582
［問］079-669-1822

若杉高原（温泉）
　若杉高原では夏でもウインタース
ポーツを楽しめる！スキー、スノー
ボードでジャンプ するBAGJUMP
とウォータージャンプ。その他サマー
ゲレンデ、キャンプ場、ドッグランな
ど、自然あふれる高原でめいっぱい
楽しめます！場内に温泉もあります。

［所］兵庫県養父市大屋町若杉 99-2
◎若杉高原温泉

［時］ホームページにて確認
［休］夏季は土日祝日のみ営業
※冬季の営業はHPで確認を。

［料］大人 600 円、小学生以下400 円
［問］079-669-1576

●
近
隣
ガ
イ
ド

探検坑道の見どころ

昭和10 年代の削岩風景
　明延鉱山で最も機械化が進ん
だのは、昭和20 〜30 年代。この
頃導入された削岩機は閉山時ま
で使用された。末期にはロード
ホールダンプなどの大型の鉱山
車両が多数導入された。分解し
て坑道の中に運び、地下で組み
立てられた。約20mの巨大鉱脈跡

　鉱脈に沿って鉱石を掘った採掘跡で、
探検坑道一番の見所。鉱脈の良鉱部
が巨大な空洞となっている。

大寿立坑
　明延鉱山には立坑（エレベーター）が
７カ所あり、坑道見学ではこの「大寿
立坑」だけが公開されている。昇降距
離は約420mで、人員昇降の場合は
分速150m、鉱車や資材は分速300m
もの速さで運搬していた。2 階建て
で、上下段8人ずつ計16人が1度に乗
ることができた。

坑内用ダンプトラック（左）
ロードホールダンプ（右） 酒蔵 「明

めいじゅぐら

壽蔵」
　坑道内は年間平均13℃前後と一定である
ことから、養父市産「有機蛇紋岩米」を使
用した純米吟醸酒「仙櫻（せんさくら）」・純
米酒「明延（あけのべ）」の熟成にも利用さ
れている。

当時のままの姿で…
　当時のまま姿が保たれている
探検坑道には、むき出しの地
面や鉱車が走っていた線路、
送風や圧縮空気を送る鉄パイ
プも残されている。

全坑道の総延長は約550km！東京〜大阪間の東海道新幹線に匹敵する長さ

木彫展示館
　明治後期に建築された旧栃尾医院
を改修した温もりある空間に木彫
フォークアートの作品を展示する木
彫の美術館です。木彫展示館の所
在する大屋町大杉地区は、三階建て
の養蚕農家住宅が建ち並ぶ日本を
代表する養蚕集落で、国の重要伝
統的建造物群保存地区に選定され
ています。

［所］兵庫県養父市大屋町大杉 826
［時］9～17時（入場は16時30 分まで）
［料］中学生以上 200円、小学生100円
［休］月・火曜日（祝日の場合はその翌
日）、年末年始  ［問］079-663-8070

おおやアート村 BIG LABO
　廃校となった高校の校舎を再利用。
木彫、木工、書、絵画、陶芸、染織な
どの手づくり体験が楽しめる木造校
舎や、体育館を改装したギャラリー
などがあります。講師は地元の芸術
家であり、のんびりした空間で、つ
くって、まなんで、たのしいアートの
実験が楽しめます。（要予約）

［所］兵庫県養父市大屋町加保7
［時］9～17時（入場は16時30分まで）
［料］ギャラリー入場料：大人 300 円、
中学生以下150 円

［休］水曜（祝日の場合はその翌日）
［問］079-669-2449

旧世谷通洞坑の一部を一般公開しています。探検
坑道の総延長は650m。坑内には閉山まで使用して
いた大寿立坑跡、車両系鉱山機械、削岩機、１トン
鉱車など、当時と同じ姿で展示、公開されています。
◆兵庫県養父市大屋町明延1184
◆大人・高校生1,200 円、小・中学生600 円
※坑道見学は事前予約（3日前まで）が必要です。
※4月～11月（第1）までの毎週日曜日は予約不要の

「日曜見学会」を開催しています。
（問）あけのべ自然学校 079-668-0258（平日受付）

明延鉱山探検坑道   - DATA -
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